
「最後の裁き」                2019 年 10 月 09 日 

ヨハネの黙示録 20 章 7 節～15 節 この千年が終わると、サタンはその牢から解放さ 

れ、地上の四方にいる諸国の民、ゴグとマゴグを惑わそうとして出て行き、彼らを集めて

戦わせようとする。その数は海の砂のように多い。彼らは地上の広い場所に攻め上って行

って、聖なる者たちの陣営と、愛された都とを囲んだ。すると、天から火が下って来て、

彼らを焼き尽くした。そして彼らを惑わした悪魔は、火と硫黄の池に投げ込まれた。そこ

にはあの獣と偽預言者がいる。そして、この者どもは昼も夜も世々限りなく責めさいなま

れる。 

わたしはまた、大きな白い玉座と、そこに座っておられる方とを見た。天も地も、その 

御前から逃げて行き、行方が分からなくなった。わたしはまた、死者たちが、大きな者も

小さな者も、玉座の前に立っているのを見た。幾つかの書物が開かれたが、もう一つの書

物も開かれた。それは命の書である。死者たちは、これらの書物に書かれていることに基

づき、彼らの行いに応じて裁かれた。海は、その中にいた死者を外に出した。死と陰府も、

その中にいた死者を出し、彼らはそれぞれ自分の行いに応じて裁かれた。死も陰府も火の

池に投げ込まれた。この火の池が第二の死である。その名が命の書に記されていない者は、

火の池に投げ込まれた。 

 

キリストが支配する暫定的な「千年王国」は終わった。すると、サタン・竜が牢から解 

放され、地上に分散している諸民族、ゴグとマゴグを惑わそうと出て行き、彼らを集めて

戦わせようとした。「ゴグとマゴグ」は、エゼキエル書 38～39 章の故事に由来する。マゴ

グは黒海とカスピ海の間に位置する地名で、ゴグはその支配者であるが、ここでは、神に

敵対する神秘性を帯びた民族名として用いられている。サタン・竜に戦うように呼び集め

られた者たちは海の砂のように多かった。彼らは地上の広い場所に攻め上って、聖なるキ

リスト者たちと、彼らが愛する都エルサレムとを取り囲んだ。ところが、天から火が下り、

彼らはたちどころに焼き尽くされた。そして、諸民族を惑わした悪魔（サタン）は、火と

硫黄の池に投げ込まれた。池には先に投げ込まれた獣や偽預言者たちがいる。彼らは、昼

も夜も、世々限りなく、劫火に責め苛まれた。神に敵対するサタン・竜は天からの火によ

り、永遠に敗北したのである。 

ヨハネはまた、大きな白い玉座と、そこに座っておられる方とを見た。天も地も、その 

御前から逃げて行き、行方が分からなくなった。神の裁きによって、現在の天地が逃げて、

行方が分からなくなった。即ち、消失した。敵対者たちが拠りどころとした古い天地が滅

びて、新しい天地の出現に備えている訳である。ヨハネはまた、「死者たちが、大きな者

も小さな者も、玉座の前に立っているのを見た。」死者たちは、終末まで保管されていた

海から、また、死と陰府から引き出され、神の裁きを受けるために、神の前に立っている。

「幾つかの書物が開かれたが、もう一つの書物も開かれた。それは命の書である。死者た

ちは、これらの書物に書かれていることに基づき、彼らの行いに応じて裁かれた。」「命

の書」に記されているように、死者たちは自分の行いに応じて裁かれた。 

死と陰府が火の池に投げ込まれ、滅亡した。また、その名が命の書に記されていない者

は、火の池に投げ込まれ、霊的な第二の死による最後の裁きを受け、滅び去った。もはや、

神の命が全てを覆い尽くした。『ヨハネ黙示録』には主イエスが示された罪人の赦しは全

くなく、徹底した報復の裁きである。 


